
 

 

 

 

 

 

 

  ＣＴＲソフトウエアによる逆極点図解析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  １．概要 

  ２．ＣＴＲソフトウエアにおける逆極点関係ソフトウエア 

  ３．各種ＯＤＦ解析結果逆極点ファイル対応 

  ４．θ／θプロファイルの場合、InverseAllとして逆極点図を表示 

  ５．ＯＤＦ解析（ＭＴＥＸ）結果から逆極点図解析 

   ５．１ ND方向逆極点図  

   ５．２ ND方向逆極点図を Exportし表示 

   ５．３ ３６Ｂｏｘ解析 

  ６．マグネシウムをＭＴＥＸで解析（MTEX） 

   ６．１ ＮＤ方向逆極点図 

   ６．２ ND方向逆極点図Ｅｘｐｏｒｔし表示 

   ６．３ ＨｅｘａｇｏｎａｌのＰｌａｎｅ＜－＞Ｄｉｒｅｃｔｉｏｎ 

  ７．Ｓｃｈｍｉｄ因子表示 

   ７．１逆極点図上に表示 

  ８．θ／θプロファイルから逆極点図 

   ８．１ 連続データら分割データ 

   ８．２ 強度計算 

   ８．３ 逆極点図表示（Ｔ－４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．概要 

 逆極点は、方位解析であり、極点図を基にＯＤＦ解析結果から計算される逆極点、あるいは 

   θ／θプロファイルとｒａｎｄｏｍプロファイルとの比率から計算される。 

   Ｌｏｔｇｅｒｉｎｇも逆極点と同一である。 

   ＣＴＲソフトウエアでは、各種ＯＤＦ解析結果の逆極点ファイル、各種θ／θプロファイルデータから 

   逆極点の解析が行えます。 

   又，極点図表示のステレオ三角形は、Ｓｃｈｍｉｄ因子など各種表現に用いることが出来ます。 

 

２．ＣＴＲソフトウエアにおける逆極点関係ソフトウエア 

  

 



３．各種ＯＤＦ解析結果逆極点ファイル対応 

 ＬａｂｏＴｅｘ，ｐｏｐＬＡ，ＳｔａｎｄａｒｄａＯＤＦ，ＭＴＥＸの逆極点表示 

  

 

４．θ／θプロファイルの場合、InverseAll として逆極点図を表示 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５．ＯＤＦ解析（ＭＴＥＸ）結果から逆極点図解析 

 

５．１ ND方向逆極点図   ５．２ ND方向逆極点図を Exportし CTRで表示 

 

 

                           

５．３ ３６Ｂｏｘ解析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．マグネシウムをＭＴＥＸで解析 

  

６．１ ＮＤ方向逆極点図 plotIPDF(odf,zvector,'projection','eangle') 

  

６．２ ND方向逆極点図Ｅｘｐｏｒｔし表示 

  

 



 ６．３ ＨｅｘａｇｏｎａｌのＰｌａｎｅ＜－＞Ｄｉｒｅｃｔｉｏｎ 

  Ｈｅｘａｇｏｎａｌの場合、ＰｌａｎｅとＤｉｒｅｃｔｉｏｎは異なる場合がある。 

   

 Ｐｌａｎｅ （２，２，－４，１） ＜－＞Ｄｉｒｅｃｔｉｏｎ ［１７，－７，－１０，２７］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７．Ｓｃｈｍｉｄ因子表示 

  

 ＦＣＣの｛１１２｝＜－１－１１＞をＮＤ－＞ＲＤ回転すると 

  

 回転時の方位は 

  



 ７．１逆極点図上に表示 

     RD方向 

  

   RD方向のｓｃｈｍｉｄ因子（０．２７） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８．θ／θプロファイルから逆極点図 

 アルミニウムの粉末と H材、T材から逆極点図表示 

  

 ８．１ 連続データら分割データ 

  

 選択ファイル数に制限はありません。 

 

 

 

 

 



 ８．２ 強度計算 

 

  

 

Al-powderとの比率計算 

  

  

 

 

 

 



 ８．３ 逆極点図表示（Ｔ－４） 

  データファイルを選択して描画 

 


